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定
） 

  

各
閣
僚
を
始
め
と
す
る
政
務
三
役
は
、
次
の
方
針
に
基
づ
き
、
職
務
に
専
念
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一
、
政
権
交
代
の
意
義
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
国
民
目
線
に
立
っ
た
政
治
の
実
現
に
「
正
心
誠
意
」
ま
い

進
す
る
。 

 

一
、
二
〇
一
二
年
を
「
日
本
再
生
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
野
田
内
閣
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
、
原
発
事
故
と
の
戦
い
及
び
日
本
経
済
の
再
生
に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
む
。 

 

一
、
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
踏
ま
え
つ
つ
、
復
興
庁
を
中
心
に
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
取
組

を
加
速
さ
せ
る
。 

 

一
、「
福
島
の
再
生
な
く
し
て
、
元
気
な
日
本
の
再
生
な
し
」
の
考
え
の
下
、
被
害
者
へ
の
賠
償
や
「
除
染
」
の
実

現
、
住
民
の
健
康
管
理
に
全
力
を
注
ぐ
。 

 

一
、
円
高
対
策
な
ど
国
内
産
業
の
空
洞
化
対
策
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
信
用
不
安
に
適
切
に
対
処
す

る
。
ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
を
早
期
に
克
服
す
る
と
と
も
に
、
新
成
長
戦
略
の
実
現
の
加
速
化
及
び
日
本
再

生
戦
略
の
具
体
化
を
進
め
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
デ
フ
レ
か
ら
の
早
期
脱
却
、
中
長
期
的
な
経
済
成
長
と
「
分

厚
い
中
間
層
の
復
活
」
を
目
指
す
。 

 



 

 
一
、「
行
政
の
無
駄
遣
い
」
を
根
絶
す
る
た
め
の
行
政
刷
新
の
取
組
の
強
化
、
公
務
員
制
度
改
革
、
公
務
員
の
人
件

費
削
減
、
特
別
会
計
・
独
立
行
政
法
人
改
革
、
地
方
出
先
機
関
の
原
則
廃
止
を
始
め
と
し
た
地
域
主
権
改
革
等

を
強
力
に
推
進
し
、
改
革
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
得
る
。
併
せ
て
、
政
治
改
革
に
つ
い
て
も
、
与
党
と
協
力

し
て
、
そ
の
実
現
を
図
る
。 

 

一
、
必
要
な
社
会
保
障
の
機
能
強
化
・
機
能
維
持
を
確
実
に
実
施
し
、
そ
の
た
め
の
安
定
財
源
確
保
と
財
政
健
全

化
の
同
時
達
成
を
目
指
す
た
め
の
「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
」
を
着
実
に
実
行
す
る
。
そ
の
際
、
同
改
革

の
意
義
を
国
民
向
け
に
分
か
り
や
す
く
情
報
発
信
し
、
政
務
三
役
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
国
民
へ
の
説
明
に
意

を
尽
く
す
。 

 

一
、「
希
望
と
誇
り
あ
る
日
本
」
を
つ
く
る
た
め
、
新
た
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
開
拓
や
持
続
可
能
な
地
域
発
展
モ
デ
ル

の
創
造
、
世
界
に
雄
飛
す
る
人
材
の
育
成
等
の
政
策
を
進
め
る
。 

 
 一

、
大
規
模
自
然
災
害
、
国
内
外
の
重
大
事
件
・
事
故
な
ど
国
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
脅
か
す
緊
急
事
態
に

つ
い
て
、
発
生
時
に
お
け
る
迅
速
な
初
動
対
処
を
図
る
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
不
測
の
事
態
へ
の
備
え
を
徹
底

す
る
な
ど
、
常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
危
機
管
理
対
応
に
万
全
を
期
す
。 

 

一
、
日
米
同
盟
を
基
軸
と
し
た
外
交
を
更
に
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
多
極
化
す
る
世
界
に
対
応
し
た
ア
ジ
ア
諸

国
等
と
の
多
角
的
な
結
び
つ
き
を
高
め
る
取
組
を
進
め
る
。
ま
た
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
経
済
連
携
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
の
確
保
な
ど
の
経
済
外
交
を
推
進
す
る
。 



 

 
一
、
各
閣
僚
は
、
省
益
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
相
互
に
密
接
に
連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
野
田
総
理
の
下
、
内

外
の
政
策
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
。
ま
た
、
国
民
の
皆
様
か
ら
の
声
に
素
直
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、

自
ら
の
発
言
の
重
み
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
丁
寧
に
説
明
を
行
う
。
さ
ら
に
、
与
野
党
協
力
を
推
進
す
る
。 

 

一
、「
政
治
主
導
」
の
下
、
政
務
三
役
と
官
僚
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
と
責
任
を
明
確
に
し
、
相
互
に
緊
密
な

情
報
共
有
と
意
思
疎
通
を
図
り
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
政
府
全
体
が
一
体
と
な

っ
て
政
策
運
営
に
取
り
組
む
。 


